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　　　奪

蒙

メ
＝
ユ
ー
満
蕨

　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
の
秋

　
天
高
く
馬
肥
ゆ
る
秋
、
ゴ
ロ
ゴ

ロ
し
て
た
ら
人
間
だ
っ
て
肥
え
ち

ゃ
う
よ
。
ほ
ら
、
そ
こ
の
中
年
腹

の
お
に
い
さ
ん
、
少
し
は
運
動
し

て
お
な
か
を
へ
こ
ま
せ
な
き
ゃ
。

．
惣
簿
駿
趨
・
藻
翁
ギ
姦
蕉
茨
会

日
時
　
＋
月
＋
日
出

　
　
　
　
午
前
八
時
三
十
分
集
合

場
　
所
　
中
里
中
グ
ラ
ウ
ン
ド

コ
ー
ス
　
中
里
中
↓
リ
リ
ー
中
里

　
　
　
　
↓
U
モ
ー
ル
↓
消
防
詰

　
　
　
　
所
↓
七
川
橋
↓
如
来
寺

　
　
　
　
↓
豊
里
線
登
り
↓
U
タ

　
　
　
　
ー
ン
（
五
㎞
コ
ー
ス
）

種
目
ロ
マ
ラ
ソ
ン
・
ジ
ョ
ギ
ン

　
　
　
　
グ
の
部

　
　
　
　
年
令
、
学
年
に
よ
り
二

　
　
　
　
㎞
か
ら
五
㎞

　
　
　
□
集
落
対
抗
リ
レ
ー
マ
ラ

　
　
　
マ
ソ
ン
の
部

　
　
　
　
各
集
落
毎
に
三
人
一
組

　
　
　
　
で
行
い
、
一
人
二
㎞
を

　
　
　
　
走
る

申
込
先
公
民
館
へ

．
撚
灘
灘
饗
譲
鐡
鑛
繊
灘
簿

　
　
　
　
簸
憲
鐵
擬
懸
雛
灘
欝
－

日
時
＋
月
＋
日
㈹

　
　
　
　
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

　
　
　
　
三
時
三
十
分
ま
で

場
　
所
　
U
モ
ー
ル
多
目
的
ホ
ー

　
　
　
　
ル

内
容
記
念
式
典
、
記
△
・
心
講
演

　
　
　
　
演
題
「
広
げ
よ
う
ス
ポ

　
　
　
　
ー
ツ
活
動
の
輪
を
」

　
　
　
　
講
師
順
天
堂
大
学
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
北
森
義
明
氏

大
勢
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

糧
髭
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
｝
ル
大
会

日
時
十
月
十
八
日
側

　
　
　
　
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

場
　
所
　
中
里
中
体
育
館

種
目
男
、
女
（
一
チ
ー
ム
十

　
　
　
　
名
以
内
）

参
加
資
格
村
内
在
住
者
ま
た
は
、

　
　
　
　
村
内
に
勤
務
す
る
者

申
込
先
　
十
月
十
二
日
㈲
ま
で
に

　
　
　
　
公
民
館
へ

第
燕
灘
樹
罵
健
康
ウ
擢
｝
ウ

日
時
十
月
十
八
日
㈹

　
　
　
『
午
前
八
時
集
合
（
雨
天

　
　
　
　
中
止
）

集
合
場
所
保
健
セ
ン
タ
ー
前

持
ち
物
　
昼
食
、
お
わ
ん
、
は
し
、

　
　
　
　
敷
物
、
雨
具

コ
ー
ス
　
魚
沼
展
望
台
～
保
健
セ

　
　
　
　
ン
タ
i

申
込
先
　
公
民
館
へ
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社
会
保
険
相
談
所
セ

　
　
　
　
　
開
設
し
ま
す

　
六
日
町
社
会
保
険
事
務
所
で

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
年
金
や

健
康
保
険
に
つ
い
て
、
よ
り
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
次

に
よ
り
「
社
会
保
険
移
動
相
談
所
」

を
開
設
し
ま
す
。

　
年
金
や
健
康
保
険
等
の
相
談
及

び
年
金
の
請
求
手
続
き
な
ど
、
社

会
保
険
の
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
す
。

◎
目
時
　
十
月
十
四
日
㈱

　
　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
三
時

◎
場
所
　
津
南
町
公
民
館

旅
券
様
式
及
び

　
申
請
手
続
き
が

　
　
　
　
　
　
変
わ
り
ま
す

　
十
一
月
一
日
か
ら
パ
ス
ポ
ー
ト

（
機
械
読
取
り
旅
券
）
の
様
式
及

び
申
請
手
続
き
が
次
の
よ
う
に
変

わ
り
ま
す
。
・

○
申
請
書
の
様
式
や
写
真
の
サ
イ

　
ズ
が
変
更
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

　
申
請
時
に
提
出
す
る
写
真
の
枚

　
数
は
一
枚
（
現
在
は
二
枚
）
に

　
な
り
ま
す
。

○
旅
券
発
給
手
数
料
が
改
定
さ
れ

　
一
般
旅
券
の
発
給
が
、
八
千
円

　
が
ら
一
万
円
に
、
記
載
事
項
の

　
訂
正
が
、
七
百
円
か
ら
九
百
円

　
な
ど
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

※
現
在
お
持
ち
の
パ
ス
ポ
ー
ト
は

　
有
効
で
す
。
そ
の
ま
ま
期
限
ま

　
で
使
用
で
き
ま
す
。

．
○
旅
券
申
請
手
続
き
の
テ
レ
ホ
ン

　
サ
ー
ビ
ス
（
○
二
五
ー
二
八
三

　
1
一
〇
五
〇
番
）
を
終
日
行
っ

　
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

　
利
用
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
県
国
際

交
流
課
旅
券
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
．

潜
在
看
護
職
員
あ

　
　
就
職
相
談
会
開
催

　
県
で
は
、
在
宅
の
看
護
職
員
（
保

健
婦
、
助
産
婦
、
看
護
婦
、
准
看

護
婦
）
で
、
将
来
就
業
を
希
望
す

る
方
の
た
め
に
、
就
職
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
求

人
施
談
に
よ
る
就
職
説
明
会
も
行

い
ま
す
。

日
時
・
場
所

◎
十
月
三
十
日
㈹
十
時
～
十
二
時

　
　
「
け
さ
じ
ろ
荘
」

　
長
岡
市
今
朝
白
一
ー
十
ー
二
七

　
な
お
、
出
席
を
希
望
さ
れ
る
方

は
新
潟
県
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
（
盈
○

　
二
五
ー
≡
二
三
ー
六
〇
一
一
番
）

　
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ナ

ー
ス
バ
ン
ク
ヘ
の
登
録
も
歓
迎
し

て
お
り
ま
す
。

十
月
十
一
日
～
十
七
日
は

秋
φ
行
政
相
談
週
間
で
す

　
「
役
所
へ
の
苦
情
や
要
望
は
、

直
接
言
い
に
く
い
．
」
　
　
こ
ん
な

思
い
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
こ
う
い
う
と
き
は
、
ぜ
ひ
行

政
相
談
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
行
政
相
談
委
員
は
総
務
庁
長
官

の
委
嘱
を
受
け
て
、
国
の
行
政
機

関
を
始
め
、
J
R
や
N
T
T
な
ど

の
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
な

ど
を
受
け
付
け
、
公
平
な
第
三
者

的
立
場
で
問
題
解
決
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

　
相
談
は
行
政
相
談
委
員
が
直
接

相
談
を
受
け
る
ほ
か
、
電
話
や
手

紙
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
．

　
行
政
の
こ
と
で
分
か
ら
な
い
こ

と
や
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ぜ

ひ
行
政
相
談
委
員
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

経
営
事
項
審
査
あ

　
　
　
　
　
劣
知
ら
せ

　
新
潟
県
で
は
、
平
成
四
年
度
の

経
営
事
項
審
査
申
請
の
受
付
け
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

申
請
対
象
者

国
、
県
、
市
町
村
等
公
共
工
事
発

注
機
関
に
来
年
度
建
設
工
事
の
入

札
参
加
を
希
望
す
る
建
設
業
者

申
請
受
付
期
間

十
月
十
五
日
㈱
か
ら
十
二
月
二
十

五
日
㈹
ま
で
（
但
し
、
期
日
が
指

定
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
）

申
請
書
の
提
出
及
び
照
会
先

・
新
潟
県
知
事
許
可
業
者

　
　
十
日
町
土
木
事
務
所

・
建
設
大
臣
許
可
業
者

　
　
土
木
部
監
理
課

申
請
書
の
提
出
万
法

必
ず
持
参
の
こ
と
（
郵
送
は
不
可
）

平
成
五
年
度

　
　
塵
居
奉
仕
団
募
簗

期
日
平
成
五
年
六
月
下
旬
、

　
　
　
　
　
　
　
（
四
泊
五
日
）

募
集
人
員
　
六
十
人
（
十
五
歳
～

　
　
　
　
　
七
十
歳
）

申締経
しめ
込切
みり費

六
万
円

十
月
三
十
一
日
ω

上
原
代
四
男
さ
ん

（
通
り
山
盈
六
三
ー

一
二
九
二
番
）
へ
。毎年多くの方が奉仕団に参加しています

信
濃
川
テ
ワ
ノ
ア
カ
テ
ミ
⊃

　
　
　
　
　
学
生
募
簗

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
カ
レ
ツ
ジ

信
濃
川
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
、

来
年
度
入
学
希
望
者
の
願
書
受
付

を
九
月
一
日
か
ら
来
年
三
月
二
十

五
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
行
っ
て

い
ま
す
。

募
集
科
・
定
員

擁
蕪
？
五
＋
人

修
業
年
限
　
全
日
制
　
二
年

問
い
合
わ
せ
　
信
濃
川
テ
ク
ノ
・

ア
カ
デ
ミ
ー
入
学
ガ
イ
ド
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
〇
一

二
〇
1
四
〇
五
〇
七
〇
）

　
ま
た
、
来
春
卒
業
予
定
者
に
対

す
る
求
人
受
付
も
開
始
し
て
い
ま

す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
信
濃
川
テ

ク
ノ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
求
人
担
当
（
盈

○
二
五
八
－
八
二
i
八
二
八
二
）
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十
月
一
日
は

　
　
法
あ
日
で
す

　
毎
年
十
月
一
日
は
「
法
の
日
」

で
す
。
こ
の
機
会
に
「
自
由
」
の

意
味
と
「
法
」
の
役
割
を
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
個
人
の
自
由
が
保
障
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
民
主
主
義
社
会
の
基

本
で
す
。
そ
の
自
由
は
、
皆
が
勝

手
気
ま
ま
に
振
る
舞
う
自
由
を
意

味
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

他
の
人
々
も
自
分
と
同
じ
だ
け
の

自
由
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、

他
の
人
々
の
自
由
も
尊
重
さ
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
法
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
人
の
自
由
を
調
整
し
、

社
会
の
秩
序
を
保
つ
役
目
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
民
主
主

義
社
会
に
お
い
て
は
、
法
に
よ
つ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
依
る
べ
き

基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
民
主
主
義
国
家
の
法
は
、

国
な
ど
が
違
法
な
行
為
を
し
た
場

合
に
、
こ
れ
か
ら
個
人
の
自
由
を

守
る
役
目
も
持
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
法
は
、
い
か
な
る
暴
力
を
も

否
定
し
ま
す
。
暴
力
の
肯
定
は
、

法
を
軽
ん
じ
、
自
由
を
放
棄
す
る

こ
と
に
つ
な
が
る
か
ら
で
す
。
こ

●電話のこ相談もお受けします

盈025－225－1851（直通）

相談目二月躍から金躍午前9時半～12時

　　　　午後1時～4時40分（祝祭日を除く）

◎専門の相談員が親身になってご相談に応じ

　ます。

◎弁護士相談日二毎週水曜日午後1時～4時

社団法人日本損害保険協会

新潟自動車保険請求相談センター
新潟市本町通七番町1082興亜火災新潟支店ビル5階（新堀通り本町角）

新潟調査事務所内　費025－225－2225

の
よ
う
に
、
法
に
よ
っ
て
、
基
本

的
人
権
を
擁
護
し
、
社
会
秩
序
を

確
立
す
る
こ
と
を
「
法
の
支
配
」

と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
法
の
支
配
の
確
立
は
、
す

べ
て
の
個
人
が
個
人
と
し
て
尊
重

さ
れ
る
た
め
に
不
可
決
で
あ
り
、

さ
ら
に
、
世
界
平
和
を
樹
立
す
る

た
め
の
重
要
な
基
盤
と
も
な
る
も

の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
法
の
支
配

の
重
要
性
を
国
民
の
皆
さ
ん
に
理

解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
制
定
さ
れ
た
の
が
「
法
の
日
」

な
の
で
す
。

　
裁
判
所
、
法
務
省
及
び
日
本
弁

護
士
連
合
会
で
は
、
毎
年
十
月
一

日
か
ら
の
一
週
間
を
「
法
の
日
」

週
間
と
し
、
そ
の
間
に
各
地
で
講

演
会
、
座
談
会
、
無
料
相
談
な
ど

各
種
の
行
事
を
実
施
し
ま
す
。

十
目
町
テ
ワ
ノ
ス
7
ル

　
　
　
　
　
生
徒
募
簗

　
高
等
学
校
卒
業
以
上
を
対
象
と

し
た
、
平
成
五
年
度
生
の
募
集
を

し
ま
す
。

　
適
性
に
応
じ
た
職
場
で
自
己
の

能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
生
き
甲

斐
の
あ
る
人
生
を
送
る
た
め
、
専

門
技
術
を
身
に
つ
け
ま
し
よ
う
。

染
職
工
芸
科
　
二
十
人
・
一
年
制

　
「
織
物
を
専
攻
」
す
る
か
「
染

　
物
を
専
攻
」
す
る
か
の
ど
ち
ら

　
か
を
選
択
し
、
自
分
に
ひ
そ
ん

　
で
い
る
企
画
力
や
創
造
力
を
発

・
見
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
　
高
等
学
校
卒
業
以
上

　
で
お
お
む
ね
三
十
歳
以
下
の
者

　
（
来
年
三
月
卒
業
予
定
者
含
む
）

応
募
受
付
　
十
月
五
日
ま
で

試
験
目
　
十
月
二
十
日
㈹

　
　
　
　
午
前
九
時
か
ら

問
合
せ
　
十
日
町
市
辰
甲
八
一
六

　
　
　
十
日
町
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

　
　
　
智
五
七
1
一
一
〇
五
番

バ
し
D
ポ
D
ル

ナ
イ
リ
，
リ
，
ヴ
あ

　
　
　
出
場
チ
⊃
ム
募
簗

日
時
九
月
二
十
八
日
か
ら

　
　
　
　
十
月
十
六
日
ま
で

　
　
　
　
午
後
七
時
五
十
分
よ
り

　
　
　
　
午
後
十
時

会
　
場
　
村
民
体
育
館

申
込
み
　
参
加
費
千
円
を
添
え
て

　
　
　
　
公
民
館
へ

村
民
テ
ニ
ス
大
会

　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

日
・
時
十
月
十
八
日
㈲

　
　
　
　
午
前
九
時
よ
り

会
　
場
　
清
田
山
自
然
運
動
公
園

　
　
　
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

申
込
み
　
参
加
費
千
円
を
添
え
て

　
　
　
　
十
月
十
五
日
ま
で
に
公

　
　
　
　
民
館
へ

　　北陸地方3か月予報（朋～12月〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成4年9月18目
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新潟地方気象台発表
◎予報の概要
初めは移動牲高気圧に覆われて晴れる日が多いが、冬の訪れは早

くしぐれる日が多くなるみこみ。

◎10目
　天気は周期的に変わるが、移動性高気圧に覆われて晴れる臼が

多い。一時大陸方面から寒気が南下してしぐれる時期もある。

平年並の天候経過を予想。

◎11月
　冬型の気圧配置が現れやすくなり、気温も低い臼が多くなる。

曇りやしぐれ模様の日が多くなるが、寒気の入りやすい地域は西

臼本方面と思われる。冬型の気圧配置がゆるみ晴れる臼もある。

◎42月
　曇りや雨または雪のEヨが多くなるが、冬型の気圧配置は長続き

しないために寒暖の変動も大きいと予想される。

天候予報のおおよそのイメージ

　　　　10月　　　　　　　11月　　　　　　　12月

移動性高気圧秋晴れ　　←時々冬型で　一→←寒暖の変動大ぎい→
　　　　　一時寒気南下　　寒い日が多い

平成4年9月25日広報躍”宣とお知らせ版3



　9月25日～10月10日
暮らしのカレンダー

　　1妊娠検診・母親学級　合上村病院　012：45～
25倒概ごと相談（藤田義一）蛯人福祉センタ…013：3・一16：・・

　　i行政相談（山田正平）　倉老人福祉センター　（D13：30～16：00　，

　　1，
†

26（±訓役場閉庁日

　　悟　　i27（日）i

一28（月）i

一　　寸一一鼎

　　　まワむム29（幻蹴轟座て｝総合センター。19：3。～21：3。

30㈲

、1休）

。
■
，

2㈲

3GD

4（日）

5（月）

6（幻

7㈱

8休）

9働

10GD

結核健診　倉保健センター前　（D10：00～15：00

婦人講座　倉総合センター　019：30～21：30

成人講座　合総合センター　（D19：30～21：00

1歳半児健診　合保健センター　013二〇〇～13二30受付

家庭教育講座　合総合センター　019：00～21二〇〇

体育の日

マラソン・ジョギング大会　合中里中グラウンド　08二30～

中里村体育協会設立30周年記念事業　合ユーモール

（D13：30～15：30

鷲　　　 撰

難

、※変更する場含があります。雛期の際は確認をお願いします。

繍欝
撚

　

礫縫

鎧
爆卿灘

　　

霧灘繋難難饗　．、、．、

②富田医院禅罐1

⑳上欄院響粥
⑳大島病院禅講1

⑳津南病院鷺謂

　　　　結婚式のシーズンです。
i結i以前は、式に列席する年配

i婚iの姑とくに親族の場合

i式i巳湧慧慕巽籠粟
iのiてきま嚥しかし、し、ざ

i装i洋服となると￥どういう装

iいiいがノ3￥さわしいかと考えこ

　　　む人も多いよっです。

フオーマルな装いの墓本は、．和服も

洋服もそれほど違いはありません。つ

まり華やかであってもけばけばしくな

く、上品な感じを与えるものという線

で整えていけばよいのです。

素材は絹が最適。着物によくあるよ

うな淡いグリーン．落ち着いた柴、黒

などは品格が感じられます。呉服の地

紋のような模様が散った絹も品の良い

華やかさを持っています。

黒のシンブルなワンピースなら、透

けるジャケットをはおると晴れの日の

装いにふさわしくなります。体型をカ

バーしたい万ならジャケットの丈は長

めにするとよいでしよう。

アクセサリーは￥服の雰囲気に合わ

せて選べばよいのですが、真珠のネッ

クレスなら、二連か三連にすると豪華

です。

今月の納税と振替日

■固定資産税

■国民健康保険税

■国民年金保険料

■保育料

■水道料

（9月30日）

（9月30日）

（9月25日）

（9月30日）

（9月30日）
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